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今回の防災訓練は、先般の台風１５号・１９号、豪雨による浸水被害などで被災された方々

の避難所での生活風景がニュース等で連日放映されており、もし奥町内でそのような災害が

発生した場合を想定して奥小学校屋内運動場にてダンボールを活用してのスペース確保など

を行いました。参加者はプライバシー保護や活用性など知恵を絞りながらスペース確保をして

おりました。

防災訓練
自主防災会連絡協議会

今年も１０月６日に奥中学校運動場で「第５５回奥町民

運動会」が開催されました。当日は快晴の天気の中、参

加３０町内が優勝を目指して各競技に挑みました。結果

は、宮町町内会が優勝に終わりましたが、参加者は町内

の親睦や親子のふれあいを大いに楽しまれました。

奥町民運動会 公民館

交通安全パレード わたしたち金管部は、町民運動会に向けて、こ

んにちはラッパ君、ポリウォリドゥードル、奥小校

歌の演奏練習をたくさんしてきました。そのおか

げで町民運動会での演奏を無事終えることがで

きました。応援していただいたみなさんありがとう

ございました。 ６年 本田 紅葉

私は、６年生になって初めてカラーガード部に参加

しました。最初は、振り付けや回し方がわかりません

でした。しかし、仲間と教え合いながら練習に取り組

み、本番で成功することができました。部活動に参

加して、仲間との絆を深めることができたので良かっ

たと思います。 ６年 上田 芽生

いざ、災害が発生した時に備えて、

避難所の確認、食料（１人当り３日分

程度）や最低限必要な備蓄品など、
災害時に持ち出せるよう準備しておきま

しょう！

交通安全教室

自転車を安全に乗りたい
私は、交通安全教室でとても大事な

ことを学びました。それは自転車のこと

です。点検する時の合言葉「ブタペダル

サハラ」やペダルを時計の２時のところ

にしてスタートするなど、これから守っ

ていきたいです。

３年 小方 桃花

勉強になった交通安全教室
衝突実験の人形を見て、「飛び出したら、

人は１０メートル以上飛んでいくんだな

あ。」と思いました。だから道路は、「飛び

出したら命にかかわるんだなあ。」と思い

ました。 交通安全に気をつけたいです。

３年 廣瀬 心都

１０月１０日（水）奥小学校運動場にて開催いたしました

１０月２６日（土）

奥小学校屋内運動場にて開催

一宮防災ハンドブック
地震や風水害等災害全般に関する知識や避難場所・避難所などの情報をまとめた冊子で

平成２８年３月に発行いたしました。奥町出張所でお渡しできますので、お尋ねください。



おくちゃん・たよりに関することは、下記までお問い合わせください。

【問合せ先】奥町連区地域づくり協議会 広報部会 連絡先：奥町出張所 ２８－９００８

12月

奥町連区

行事予定

行事予定には、奥町連区全ての行事は掲載されておりませんので、ご了承ください。

１１月２日（土）に奥公民館２階大会議室にて

結婚のなれ初めや奥様への感謝のことばなど

皆さん照れながらお話されました。お祝いとし

て津軽三味線奏者の山口晃司さんの演奏会

が行われ、山口さんの演奏に合わせ手拍子、

時には歌声も会場内から聞かれ、７０名を超え

る参加をいただき、タイトル通りみんなで盛大

に結婚記念日をお祝いすることが出来ました。

みんなで祝おう あなたの結婚記念日♡ 地域づくり協議会

ふれあい部会

１０月２１日（月）奥小学校５年生の福祉実践教室にて、認知症

サポーター養成講座を開催しました。『認知症の人に対しての接

し方』を中心に寸劇を交えて行いました。奥小学校では初めての

講座でしたが、受講した児童から認知症の人がいたら優しく接し

たり、助けたいとの感想が多々あり、有意義な時間にできたと思

います。
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伊勢湾台風と初恋！

奥町探索『スタンプラリー』 地域づくり協議会

参加された皆さんお疲れ様でした！

１１月１０日（日）快晴の中、３５６名の方が参加され、楽しくコースを歩かれました。

月 日 行事名 会場 主催者

学校外活動（紙ヒコーキ飛ばし大会） 小学校 小学校ＰＴＡ

学校外活動（親子餅つき大会） 小学校 公民館

8 学芸会 小学校 奥小学校

15･21･22 冬休み巡回映画会 公民館他 児童育成・ＡＶ技術者の会

30 年末特別警戒 奥町内 消防団奥分団

1

12

詳細は次号「おくちゃん・たより第４８号」で詳しくお伝えします！

認知症サポーター養成講座 一宮市地域包括支援センターやすらぎ

認知症の高齢者は、平成27年度で全国で約３４５万人と推

測されており、85歳以上の4人に1人は認知症と言われてい

ます。

今後、さらに増えていくと予想されており、認知症は決して

他人事ではなく、年をとると誰にでも起こり得る身近な病気

です。

そこで、認知症になっても安心して暮らせる地域づくりを進

めるためには、皆さんが認知症を正しく理解し、認知症の方

や家族を支えていくことが望まれています。

認知症サポーターを養成する背景

女性の会

笑う門には（招き猫）と赤富士の２種類のどちらかを選び、さあ作業開始です。トレーシングペーパーに絵を写します。その下

に和紙を敷き、ペンで上からなぞります。筆に水をつけ、線をなぞり手で引っ張ると、和紙の繊維が出て味わいのある形になり

ます。大きい部分はいいですが、小さい部分は四苦八苦、ピンセットを使って貼ります。話すのも忘れて一生懸命。途中疲れて、

一呼吸。完成した人も、少し作業が残った人も。気が付くと、和紙の色に手が染まっていました。２時間半、お疲れ様でした。

１０月１９日（土）奥公民館中小会議室にて開催いたしました

ちぎり絵は、
ちぎった紙を台紙に貼って表現した作品

のこと。貼り絵、ちぎり紙とも言う。主に和

紙を使用し、手でちぎって台紙に貼って作

成する。紙のちぎれた部分の質感などが

独特な雰囲気を演出する。ちぎり絵の作

家としては山下清、亀井健三が有名。


